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１．目　的
　本研究の目的は、食絵本（食べものが出てくる、食べる場面が出てくる絵本）を、食に
関する知識を子どもに教えるといった教育的意図を達成するためのメディアとしてではな
く、子どもの経験を誘発する、あるいは子どもと大人の関係を規定するメディアとして
考察することにある。
２．背　景
　研究の背景には、絵本観に関する近年の変化がある。
　これまで絵本は大人が子どもにある内容を伝えるといった教育的意図を達成するための
メディアとして主として捉えられてきた。そのため色・形といった絵本のモノとしての側
面よりも絵本が伝えようとする内容に、そしてその内容を子どもが静かに聞き、確実に理
解したかどうかに関心が置かれてきた。
　だが近年、絵本に関するこのような見方は大きく変化している。絵本がモノとして、そ
して経験を生み出すメディアとして捉えられるようになってきている。そのため教育学や
絵本学においてモノとしての絵本の分析が重要な課題となっている。また、絵本観の変化
は絵本と関わる子ども観の変化ともつながっている。大人が読むのを静かに聞く子どもか
ら、様々な行動で積極的に絵本と関わろうとする子ども観への変化である。このような変
化は絵本をめぐる実際の現場においてもみてとれる。2001年以降のブックスタートや様々
な施設において行われている読み聞かせにおいても目指されているのは、何よりもまず絵
本の楽しさを経験することであり、絵本と積極的に関わろうとする子どもの姿である。
　だが、子どもの経験を生み出す、また子どもと大人の関係を規定するメディアとしての
絵本の考察は十分になされているわけではない。特に本研究が目的とする食絵本に関する
考察は少なく、また、教育的意図を目的としたメディアとしての絵本観にとどまっている
ように思える。
３．研究方法
　本研究は二つの方向から考察を行う。まず、子どもの経験を生み出す、また子どもと大
人の関係を規定するメディアとしての絵本と食絵本に関する文献考察である。このために
教育学や絵本学を中心にモノとしての絵本に関する文献、そして食絵本に関する先行研究
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を収集し、考察する。そして、その結果をもとに特定の絵本を取りあげ、具体的にモノと
しての食絵本を考察する。次にエピソード考察である。山形保育問題研究会に所属する保
育士・栄養士に子どもと絵本の関わりに関するエピソードを書いてもらい、エピソードを
もとに子どもが食絵本をどのように経験しているのかを考察する。
４．実施結果
　平成29年度は、子どもの経験を生み出す、また子どもと大人の関係を規定するメディア
としての絵本に関する文献、食絵本に関する先行研究の収集と考察を行った。さらに、そ
れらの考察をもとに、エリック＝カール、もりひさし訳『はらぺこあおむし』（偕成社、
1976年）をモノとしての絵本といった側面から考察している。考察の結果は山形保育問題
研究会との２回の研究会で報告した。また、研究会では21本のエピソードに関する報告が
あった。研究会の具体的な内容は以下のとおりである。
◇共同研究第１回
　・日　時　平成29年₇月₁日（土）15時30分～ 17時　
　・場　所　たんぽぽ保育園（山形市）
　・参加者　保育士・栄養士約20名、栄養大２年生６名
　・内　容　①絵本考察の報告　子どもと絵本を楽しむために　
　　　　　　②エピソードの報告
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◇共同研究第２回
　・日　時　平成29年11月18日（土）14時30分～ 16時30分
　・場　所　たんぽぽ保育園（山形市）
　・参加者　保育士・栄養士約10名、栄養大２年生７名、３年生４名
　・内　容　①エリック・カール『はらぺこあおむし』の考察報告
　　　　　　②エピソードの報告
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